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1. はじめに 

世界の情報通信基盤となったインターネットは，

人々のコミュニケーションに大きな変革をもたら

した．このインターネットの次の段階として，物と

物との通信，すなわち M2M（Machine-to-Machine）
や IoT (Internet of Things)技術に，産業界からも学術

界からも大きな注目が集まっている．IoT は M2M
を含む非常に広い概念であり，本稿では様々なセン

サから得られる情報をネットワークで集積し，知識

情報処理を行う M2M を対象とする． 
M2M およびそこで蓄積されるビッグデータ解析

は，エネルギー，医療・ヘルスケア，メンテナンス，

流通，交通などの幅広い産業への適用が期待され，

社会インフラを始めとする我々の生活環境を一変

する可能性を有している．またビジネスとしても，

野村総合研究所の試算によれば，2018 年の M2M 市

場規模は 1 兆円を超えると予想されている[1]． 
このような流れを受けて，M2M の研究開発，技

術標準化が活発に行われている．しかしこれらは，

技術的側面に重きを置いており，M2M をビジネス

として成立させるための経営学・サービス学的な視

点からの研究は十分とは言えない状況にある．具体

的に言えば，M2M を用いたサービスによるユーザ

価値創造の視点，さらにサービス提供者がどのよう

に持続的に収益を確保できるかというビジネスモ

デルの視点からの研究はまだまだ欠如していると

言わざるをえない． 
本問題意識に基づき，著者らは，M2M サービス

開発者とステークホルダ（標準化担当を含む）のコ

ミュニケーションギャップを埋める「Ｍ２Ｍサービ

スビジネスモデリング手法」を，SSR 産学戦略的研

究フォーラムの採択プロジェクトとして調査研究

を行っている[2]．本稿では，本調査研究プロジェク

トで提案しているＭ２Ｍサービスビジネスモデリ

ング手法の概要を示し，スマートホームをモチーフ

として行った試行結果を説明する． 

2. 先行研究レビュー 

M2Mの技術面に関しては活発な研究が行われて

おり，M2Mが生み出す技術的可能性および課題に

関する先行研究も多い[3,4,5]．しかし，技術的可能

性がすべてビジネスで実現するわけではない． 
M2Mサービスビジネスの視点で考察した研究は

多くはないが，近年いくつかの報告がある．Laya
とMarkendahl は，典型的なM2Mサービス事例とし

て，スマートシティ，スマートハウス，スマート在

宅ケア，スマートエネルギーシステムを比較し， 
M2Mサービスの成功失敗の要因を分析した[6,7]．
GoncalvesとDobbelaereは，M2Mサービスの１１の

役割と役割間のバリューチェーンを示し，３つの

M2Mサービスビジネスのシナリオ（アプリケーシ

ョン，モバイル，家電）を示した[8]．Leminenらは，

M2Mを含むIoT (Internet of Things)ビジネスのフレ

ームワークを提案し，自動車産業のいくつかの具体

的なケースを分析した[9]．著者らは，M2Mサービ

スビジネスにおける機会と困難（図１）を可視化し，

バックキャスティングにより機会と困難を分析す

る手法を提案した[10]．しかし，これらの研究は，

M2Mサービスビジネスの分類や分析手法を示した

ものであり，M2Mサービスビジネスの具体的な設

計法を示したものではなかった．また，内平らは，

製造業のサービス設計法[11]を提案しているが，製

品をコアにしたサービスの一般的な手法の提案で

あり，M2Mサービス固有の機会や困難を考慮した

ものではなかった． 

 

図１：M2Mサービスビジネスの困難マップ 

 

3. Ｍ２Ｍサービスビジネスモデリング手法 

本稿で提案する M2M サービスビジネスモデリン

グ手法は，文献[10]で提案した M2M サービスビジ

ネス分析手法に基づいている．具体的には，M2M
サービの機会（後述する SCAI モデル）と困難（図

１の困難マップ）の分類手法を M2M サービスビジ

ネスモデリングの手順の中で活用する．ここで，「サ

ービスビジネスモデリング」とは，サービスビジネ

スの概念設計を意味し，詳細設計は範囲外とする．

また，M2Mが大きな変革に繋がるには，共通のM2M
インフラの上に，複数のサービスが相互乗り入れす

ることによるシナジー効果が不可欠であろう．以下

では，複数のサービスの相互乗り入れを前提とした

M2M サービスビジネスモデリング手法の手順を説

明する（図２）． 
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図２：M2M サービスビジネスモデリング手順 

 
ステップ１：個別提案サービス価値の抽出 
まず，ターゲット領域で想定される複数のサービ

スに関して，ビジネスモデルキャンパス[12]を用い

て，顧客やリソース，パートナー，収益構造を意識

しながら個々のサービスの提案価値(Value Proposi-
tion)を抽出する． 
ステップ２：個別提案サービス価値の分類 
ビジネスモデルキャンパで抽出された提案価値

ごとに，M2M サービスビジネス分析手法[10]で提案

した SCAI モデルの５つの構成要素（Share, Connect, 
Analyze, Identify, Value）を SCAI キャンパスとして

抽出する（図３）．SCAI モデルでは，M2M サービ

スの価値をデータ分析(Analyze)と特定化(Identify)に
分けて考える点がポイントである．すなわち，M2M
で網羅的に個体を把握できることで，統計的な分析

による「分析価値」だけでなく，高度な分析を行わ

なくても生み出すことができる「特定価値」が存在

することに注目する．また，その価値を生み出すた

めに必要なデータ (Share)とデータ間の紐づけ

(Connect)を明らかにする． 

 
図３：SCAI キャンパス 

 
ステップ３：価値とデータの統合とマッピング 
提案価値ごとに作成された SCAI キャンパスの価

値とデータをマトリクス上で統合的に可視化する

（SCAI マトリクス I，II および III）．SCAI マトリ

ックス I では，提案価値（分析価値，特定価値）を

縦軸，データを横軸に価値とデータ間の関係の有無

を示すとともに，提案価値およびデータのタイプを

決定する．SCAI マトリクス II では，価値タイプを

縦軸，データを横軸，提案価値をマトリクスの要素

とする．SCAI マトリックス III では，提案価値を横

軸，困難要素を縦軸として，困難パターンをマトリ

クスの要素とする． 
ステップ４：新サービスの機会の抽出 

SCAI マトリクス II を用いて，マトリクスの空欄

部分に新しいサービスの強制発想を行う．発想され

たサービスで実現可能なサービスをオリジナルの

ビジネスモデルキャンパスに反映する． 
ステップ５：サービスの困難の抽出  

SCAI マトリクス III を用いて，提案サービスで想

定される困難を抽出し，そのリスクと対策を FMEA 
(Failure Mode and Effect Analysis)形式で整理する．  

本稿で提案する M2M サービスビジネスモデリン

グ手法の特徴は以下の３点である． 
（１） 提案価値起点：技術的に実現可能な機能や思

いつきのユースケースを起点とするのではな

く，ビジネスモデルキャンパスを用いて，価

値創造／ビジネスモデルの視点からスタート

する． 
（２） M2M シナジー効果追求：SCAI マトリクスを

用いて，複数のサービスの相互乗り入れによ

るシナジー効果を追求する． 
（３） 強制発想による機会と困難の抽出：SCAI マト

リクスのタイプを用いて，強制発想による新

しいサービス機会と困難を抽出する． 

4. 事例適用 

提案手法を，具体的な事例（スマートホーム）へ

の適用を通じて説明する．ここで，スマートホーム

における M2M サービスとして，（１）家電製品遠

隔監視，（２）ホームセキュリティ，（３）ホーム

エネルギーマネジメント，（４）ホームヘルスケア

マネジメント，（５）フードデリバリの５つのサー

ビスを考察対象とする（図４）． 

 
図４：スマートホームにおける５つのサービス 

Step1: 個別提案サービス価値の抽出
（ビジネスモデルキャンパス作成）

Step2: 個別提案サービス価値の分析
（SCAIキャンパス作成）

Step3: 価値とデータの統合とマッピング
（SCAIマトリクス作成）

Step4: 新サービス機会の抽出
（SCAIマトリクス強制発想）

Step5: サービスの困難の抽出
（プロジェクトFMEA作成）

Value
M2Mサービスの提案価値

Analysis
分析による価値

Connect
データ間の紐づけ

Share
価値創出に必要なデータ

Identify
特定による価値



内平，石松，「Ｍ２Ｍサービスビジネスモデリング手法の提案」，サービス学会第３回国内大会（金沢），2015. 

 

 まず，考察対象とした５つのサービスに対して，

ビジネスモデルキャンパスを作成し，提案価値を抽

出した後に，提案価値に対する SCAI キャンパスを作

成する．ここでは，家電製品遠隔監視サービスに関

して作成したビジネスモデルキャンパス（図５）と

SCAI キャンパス（図６）を示す．同様に，他のサー

ビスについても作成する． 

 
図５：ビジネスモデルキャンパス（家電遠隔監視） 

 

 
図６：SCAI キャンパス（家電遠隔監視） 

 
作成された５つの SCAI キャンパスを１つの SCAI

マトリクスにまとめる．ここでは，SCAI マトリクス

I（図７）および SCAI マトリクス II（図８）を示す．

分析価値は４つのタイプ，特定価値は３つのタイプ

に分類できる．また，SCAI マトリクス I から，スマ

ートホームにおける M2M インフラ上のサービス相

互乗り入れのための標準化として考慮すべきデータ

を洗い出すことができる． 

 

図７：SCAI マトリクス I 

 
図８：SCAI マトリクス II 

 
SCAI マトリクス II では，分析価値と特定価値のタ

イプとスマートホームで扱うデータのマトリクスを

示す．これまで提案された価値をマトリクスの要素

とするとき，空欄の要素に対して強制発想で新しい

サービスを発想できる．この例では，新サービスと

して「健康状態の異常モニタリングおよび警備会社

による駆けつけサービス」を抽出し．ホームヘルス

ケアマネジメントのオリジナルのビジネスモデルキ

ャンパスに付加する（図９）．ここで，赤字の部分

が，追加された要素である． 

 
図９：ビジネスモデルキャンパスへのサービス付加 
 

さらに，各サービスの提供価値とＭ２Ｍ困難マッ

プ（図１）の項目をマトリクスで表示し，各要素に

対して強制発想で具体的な困難を抽出し（図１０），

それに対する対策をプロジェクトＦＭＥＡで記述

する（図１１）．この例では，５つのサービスに対

して，それぞれ１つの具体的な困難を抽出した．プ

ロジェクトＦＭＥＡでは，通常の対策に加えて，将

来，M2M の安価に使用できる共通プラットホーム

（PasS: Platform as a Service）が提供された状況での

対策も併記する．これにより，ステークホルダ間で，

クリアすべき課題を共有することができる． 
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図１０：SCAI マトリクス III 

 
図１１：抽出された FMEA 

5. まとめ 

M2M サービスビジネスへの産業界の期待は高い

が，必ずしも期待通りにイノベーションに結びつい

ていない．M2M サービスのイノベーションの機会

を促進し阻害要因を取り除く設計手法が求められ

るが，本提案はその１つの試みである．今回は，ス

マートホームをモチーフに試行を行ったが，今後は

スマートファクトリなど他の事例への適応を通じ

て，手法を洗練化していく必要がある． 
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